
都立高校生の「ジョブシャドウ」体験 PTAの活動紹介　第5回

　東京都立北園高等学校は昭和３年に開校し、来年度には創立90周年を迎える伝統校です。国際理解教育について積極的
に取り組んでおり、第二外国語に力を入れています。校内には生徒が作成したロシア語などの掲示物が数多く貼られてい
ました。
　今回は、食堂の運営や研修旅行などの企画・運営を、委員会ごとに力を合わせ、楽しみながら取り組む、東京都立北園高等
学校PTAの活動を紹介します。

○“自発的”に参加するPTA活動
　北園高校PTAには八つの委員会（常任委員会、役員会、１学年委員会、２学年委員会、３学
年委員会、広報委員会、食堂委員会、選考委員会）が設置されています。年度の初めに各学級か
らそれぞれの委員会に２名ずつ、計128名の委員が選出されます。選出する際には、事前に
会長自らがPTAの活動内容について説明し、各委員会の楽しさや魅力を保護者に伝えます。
選出する委員の数は多いですが、今年度の１学年保護者はジャンケンなどで決めるのではな
く、全員が“自発的に”委員になりました。そういうことから、各委員会活動の雰囲気はとても
良く、活動が忙しいときでも、お互いのことを尊重し合い、個人の予定なども優先してくれる
とのことでした。

苦労も楽しみながら取り組む
PTA活動

～東京都立北園高等学校PTA～

東京都立北園高等学校
○昭和３年　東京府立第９中学校
　として開校
○昭和25年　東京都立北園高等
　学校に校名変更　
○生徒数／956名、　24学級
○校　長／杉本　悦郎

広報委員会の打合せ風景

○PTAが運営する食堂「ZONOyA」
　北園高校PTAが行う特徴的な取組の一つが、食堂の運営です。定時制が廃止された後、利用さ
れていなかった食堂スペースでPTAが運営を開始しました。調理等は民間業者に委託をし、
PTAは食堂委員会等が中心となり、新入生向けの試食会や、無料チケットの配布、保護者がラン
チのメニューを試食する「ZONOyAランチ会」の企画運営などを行っています。昼休みの時間の
みの営業ということもあり、学生の利用者数は、１日60名から70名程度ですが、この３年間は、
試食会実施の時期を早めるなど、生徒が食堂に親しむための工夫をしたことで、利用者数が増え
てきています。
　今回の取材は食堂で行ったため、取材中も、生徒たちがランチの予約をしようと長い列を作っ
ている様子を伺うことができました。このような生徒たちの姿を見ながら、「食堂運営は苦労す
ることも多いですが、生徒たちの姿を見るとやめられない」と会長は笑顔で語ってくれました。
 

ランチの予約をする生徒たち

PTA信州研修旅行の集合写真

○生徒が活動してきた現場を訪ねる宿泊研修
　北園高校PTAが行うもう一つの特徴的な取組が、「PTA信州研修旅行」です。２年生が「森
林保全奉仕合宿」として３日間過ごした地を、保護者が訪問する取組で、２学年委員会が企
画・運営を行っています。昨年度は37名が参加しました。参加者は生徒が植樹や間伐整備
を行った現場を訪ねることにより、生徒たちがどのように活動してきたのかなどを肌で感
じることができます。また、生徒がお世話になった現地の方々との交流も図っていきます。
１泊２日の研修を通じて、保護者たちは、いかに生徒が現地の人から支えられて活動を
行っているのかを実感するとともに、保護者同士のつながりもより一層、深まっていくと
のことでした。

　北園高校PTAでは、今回紹介した食堂の企画・運営や研修旅行の他にも様々な活動を行っています。会長は「現在行っている活動
は、PTAの先輩たちが、子供たちのためにという“想い”を持って実施してきたものです。その“想い”を引き継ぎつつ、昨年よりもよ
い活動を行っていきたい」と力強く語っていただきました。様々な方々の“想い”が負担となって“重い”にならないように、苦労も楽
しみつつ、協力し合いながら活動を続けていることが、北園高校PTA活動の魅力となっています。

　東京都公立高等学校PTA連合会は、全都のPTA会長会を開催するほか、都内の６つある地区ごとに会長会や情報交換会、交流会
を開催しています。東京地区高等学校PTA連合会大会を開催したり、広報誌コンクールを主催し、各校PTA活動の後押しや高校教
育の振興を応援しています。

「仕事を見るのではなく仕事をしている 人を見る」
　東京都教育委員会では公益社団法人ジュニア・アチーブメント日本と共催し、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ６社
の御協力をいただき、平成19年から都立高校生を対象に「ジョブシャドウ」を実施しています。昨年度までに1,000名を超
える参加がありました。
　「ジョブシャドウ」とはジュニア・アチーブメントの独自プログラムで、一人の企業社員に対して一人の高校生が、数時間
「影（シャドウ）」のようについて回り、社員が仕事に打ち込む姿勢に触れて、今後の進路選択を考えたり、学校生活の動機づ
けの機会としたりする体験です。
　今年度は、７月26日（水）に都立高校31校から95名の高校生が参加し、丸の内や秋葉原にある三菱ＵＦＪフィナンシャ
ル・グループ各社の本社ビルで行われました。

主なプログラム
7月15日（土）　事前研修会
　・ジョブシャドウに関する事前説明
　・ＭＥＳＥ（経済教育プログラム）
　生徒が５人程度でチームを作り、各チームを一つの企業
とする。仮想上の商品の価格・生産量・販売費・設備投資額・
研究開発費をいくらにするか論議を行い、各項目を意思決
定することで、他の企業との業績を競う、シミュレーショ
ン・プログラム　

　・ビジネスマナー講習会 
    （名刺交換、ドレスコード等）

7月26日（水）　ジョブシャドウ
                     （各体験先で、シャドウ体験）事後学習
・各社の代表の方々とのグループディスカッション
・修了式
・お礼状作成

公益社団法人ジュニア・アチーブメント日本
　1919年米国で発足した世界最大の経済教育団体で、民間の非営利
活動を展開。現在、世界123か国、全米129都市に活動拠点がある。日
本本部の設立は1995年。企業による経済的援助によって支えられ、
経済教育に関する教材やプログラムの学校への無償提供や経営者を
含めた社員の学校派遣などの人的支援を行っています。詳しくは
http://www.ja-japan.org

参加生徒の感想

「働く人はかっこいい」
　みなさんが仕事に責任と誇りを持って、働いているこ
とを見ることができた。今まで、自分は自分の行動や自分
のしたことに責任を持つのは嫌だと思っていたが、生き
生きと働いている皆さんをみて、かっこいいなと思った。

「チームの大切さ」
　最初は一人で仕事をこなしているように見えたが、同
じ部署の方に相談し、解決しようと努力している姿を見
ていて、チームで一つの目標に向かっているように感じ
た。各部署がチームとして戦っている会社がとても素敵
に見えた。

「今が大切なことに気が付いた」
　皆さんが様々な経歴を持っていながらも、全員が自分
の今の仕事を一生懸命に行っているのを見て、今が大切
なのだと思った。自分もこれから今を一生懸命に過ごし
ていきたいと思った。

「英語の重要性が分かった」
　普段、学校では英語を使う機会がほとんどない私は、
会社でこれほど英語が使われていることを知らなかっ
た。難しい単語が並んでいる資料やメールをスラスラ訳
していく社員さんを見て自分ももっと英語を頑張ろう
と思った。

　参加した生徒の皆さんは、たった１日の中で「働くことの
社会的な責任」、「チームワークやコミュニケーションの大
切さ」、「何事にも真摯に向き合う姿勢」、「英語や数学などの
授業の大切さ」を理解することができました。
　こうした効果は、持てる能力をフルに使いながら、金融の
最前線で働く社員の方の姿を「影」となって体感するからこ
そ得られるものであり、学校や行政だけでは実現できない
ものです。

都立高校生の「ジョブシャドウ」体験
三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループの社会貢献活動と経済教育団体ジュニア・アチーブメント
日本と連携した高校生のためのキャリア教育支援プログラム

御協力いただいている
三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ（６社）
株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ
株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
三菱ＵＦＪ証券ホールディングス株式会社
三菱ＵＦＪニコス株式会社
三菱ＵＦＪリース株式会社

10 とうきょうの地域教育


